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1．はじめに 

これまで筆者は（1）各種アミノ酸の合成研究，（2）キラ

ルプール法による光学活性化合物の合成研究，（3）新規有

機ケイ素試薬の開発，（4）有機テルル化合物の合成・構造・

反応性に関する研究などに携わってきた．本稿では紙面の

都合上，近年精力的に取り組んできた有機テルル化合物に

関する研究について紹介したい． 
 

2．有機テルル化合物の化学 

 2.1 背景 

テルルは，16 族に属する原子番号 52 の半金属元素であ

り，硫黄やセレンと共にカルコゲンと呼ばれている．天然

には火山周辺の鉱脈に極僅か存在しレアメタルに分類され

ているが，火山国である日本はテルルの主要な生産国の一

つである．無機化学工業においてテルルは，鉄鋼やガラス

の添加剤，感光ドラム，太陽電池セル，熱電変換素子，赤

外線検出材料，光ディスクなど様々な材料に用いられてお

り，我々の生活に不可欠な元素となっている． 一方，有機

化学の分野においては，周期表上で周辺に位置する硫黄，

セレン，臭素，ヨウ素，スズなどの元素が広く研究されて

いるのに対し，有機テルル化合物についての研究は非常に

限られている．その原因として，多くの有機テルル化合物

が，明確なスペクトルデータを与えない不規則なオリゴマ

ーとして存在し，非常に取り扱いが困難であることが挙げ

られる．本研究は，その取り扱いにくさのためにあまり注

目されてこなかった有機テルル化学にスポットライトを当

てたものであり，有機テルル化合物の合成，構造，反応性

に関する基礎的な知見を得るとともに，テルルの特徴を生

かした新しい反応系の構築を目的としている． 
 
 2.2 ジアリールテルリドの一重項酸素酸化 

2004 年，ジアリールテルリドを光増感条件下で空気酸化

するとジアリールテルロキシドが効率よく生成することを

見出し本研究をスタートした 1)．その後，テルル上の置換

基や反応条件を工夫することによって，これまで不規則な

オリゴマーしか得ることのできなかったテルロンをモノマ

ーとして単離することに初めて成功し，テルリドの一重項

酸素酸化によるテルロキシドやテルロンの生成機構を明ら

かにした（Scheme 1）1)． 

 

Scheme 1 Reaction pathway for the formation of telluroxide 2 and 
tellurone 3 by photosensitized oxygenation of telluride 1. 
 

この様な一重項酸素に対する高い反応性は，同族体であ

るスルフィドやセレニドには全く見られないテルリド特有

の性質であり，半金属元素と高周期元素の特徴を併せ持つ

テルルの性質が大きく影響していると考えられる．事実，

テルリドの HOMO は，スルフィドやセレニドと比較する

と明らかにテルル原子上に局在化しており，一重項酸素に
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よる求電子攻撃を受けやすいことを示している（Fig. 1）．  

 
Fig. 1 HOMO diagrams for diaryl chalcogenides bearing 2,4,6-
triisoproylphenyl (Tip) groups calculated by DFT method.   
 
 2.3 テルリド触媒を用いる空気酸化システムの構築 

 空気中の酸素はクリーンで安価な酸化剤として注目され

ているが，その安定性の高さゆえ有機合成に利用するのは

容易ではない．そこで，一重項酸素に対して高い反応性を

持つテルリドを酸化触媒として利用することができれば，

新しい空気酸化システムを構築できるのではないかと考え

た．実際，一重項酸素に対して不活性な亜リン酸エステル，

シラン，チオールに触媒量のジアリールテルリドを共存さ

せ，光増感条件下で空気酸化を行ったところ，相当する酸

化生成物が高収率で得られた（Scheme 2）1)． 

 

Scheme 2 Photosensitized air-oxidation of phosphites, silanes and 
thiols catalyzed by diaryl telluride. 
 

一方，希少元素の一種であるテルルを有機合成に用いる

場合，テルル試薬のリサイクルは必須の課題である．そこ

で，イオン液体（IL）にジアリールテルリドを担持した触

媒 4 を合成し，亜リン酸エステルやチオールの酸化に応用

したところ，触媒活性を低下させることなく再利用が可能

であることが明らかとなった（Fig. 2）2,3)．なお，イオン液

体担持有機テルル触媒に関する研究は理学部化学科小口真

一准教授との共同研究である． 

 
Fig. 2 Recycling experiment of IL-supported diaryl telluride catalyst 4.  
 

現在，より有機合成上有用な炭素原子上の酸化，例えば

アルコールの酸化やオレフィンのエポキシ化などを実現す

るべく新たな有機テルル触媒を探索中である． 
 
 2.4 有機テルル酸化物の X 線結晶構造解析 

多くの有機テルル酸化物は大きく分極した Te–O 結合の

分子間相互作用によって不規則なオリゴマーとして存在す

るため，その構造解析は困難を極める．例えば，スルホン

（R2SO2）やセレノン（R2SeO2）はよく知られた化合物であ

るが，相当するテルロン（R2TeO2）に関する研究は非常に

限られており，その分子構造でさえ未解明であった．2008
年，筆者らはテルル原子上に嵩高い芳香族置換基を導入す

ることによって速度論的に安定化されたテルロンを初めて

単離することに成功した 4)．また最近，結晶溶媒や分子内

配位結合を含まないテルロン単体の X 線結晶構造を初めて

報告した（Fig. 3）5)． 

 
Fig. 3 ORTEP drawing of bis(2,6-diisopropylphenyl) tellurone 
showing thermal ellipsoids at the 50% probability level. 

 
以上，有機テルル化合物の化学はいまだ発展途上にあり，

同族の硫黄やセレン化合物にはない新たな性質が明らかにな

りつつある．今後，テルルの性質を生かした新しい物性や反

応性が見出されることを期待したい． 
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